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開設の目的・概要　等

　高齢社会に突入した本邦において、加齢とともに今後PD患者が急増することが予想される。よって現在対症療法のみである現状を考えると病態解明は喫緊の課題と言える。これまで、数多くの対症

療法が開発されてきているが、今尚もっとも有効な治療薬はレボドパである。しかしながら、従来のレボドパでは半減期が短くより長時間作用するレボドパの開発が望まれる。また進行を遅くする疾患修

飾療法は未だ開発されておらず最もunmet needの高い領域とも言える。本講座は製薬メーカーである大原薬品、パーキンソン病に特化した企業であるPARKINSON Laboratoriesとの共同研

究で新規治療開発を目指す。

　パーキンソン病では数多くの薬剤が開発され、平均寿命は一般人口と大差無いレベルまで改善している。一方、健康寿命については依然一般人口と比べると短く、更に患者の生活の質は高いとは言

い難い。その薬剤の開発は対症療法の域を超えることは無く、疾患修飾療法の開発に関しては皆無と言って良い。本講座では、新規長時間型レボドパの開発をはじめ疾患修飾療法の開発を目指す。

既に血液バイオマーカーを開発できており（論文準備中）、疾患修飾療法に関してモニタリングが可能な状況である。本邦で最も患者が多くしかも基礎的データ構築も世界でトップランナーである当教

室との共同研究講座の成果は大いに期待出来ると考える。


